第３回　太田市地域公共交通活性化協議会会議録
	会議の名称
	第３回太田市地域公共交通活性化協議会

	開催日時
	平成２１年　３月１３日（金）午後２時３０分から４時２０分

	開催場所
	太田市役所尾島庁舎４階大会議室

	出席者
	委　員：２８名（別紙のとおり）
事務局：交通政策課長、交通政策課職員

	傍聴人数
	無し
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②事業の方向性について　　　　事務局長説明　
③アンケート結果について　　　集計により説明
④会計報告について　　　　　　資料により説明
協議事項

⑤連携計画（素案）について　　素案承認
その他

⑥連携計画の市報告について　　答申は事務局に一任
⑦今後の協議会について　　　　
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	　定刻になりましたので、只今から、第３回地域公共交通活性化協議会を始めます。

　手元の次第により進行しますので、よろしくお願いします。

　始めに、横島会長からご挨拶をいただきます。　

５ヶ月ぶりの協議会の開催で、今年度最後の協議会となります。

本日は連携計画の報告書をご審議いただきたいと思います。また、今後どう展開するかということも本日説明があろうかと思います。

昨今の経済不況もあり、車に対する考え方も変わりまして、バスに対する見直し時期になっており、これをきっかけに移動文明展開を世界が考える、逆にいうと不幸な部分もあるが、世界の時代転換の入口に差し掛かっているという時代感覚もあります。

バスは、この様な時代では、改めて脚光を浴びるということが必然に発生する信じていますが、その中で太田のケースが、今後どのように展開して行くのか興味を持ちつつしばらく様子をみさせていただきたいと思っております。

よろしく、ご審議いただいたいと思います。

進行にあたりまして、会長に座長をお願いし進めていただきます。

次第により議事を進行します。まず、事業の経過その他について報告事項でございますので、一括で事務局からお願いします。

・経過報告について
協議会の経過については、配布資料のとおりだが、諸般の事情で、連携計画に実証運行を盛り込もうと計画してきたが、財政上の理由により平成２１年度から実施出来なくなりました。そのため、連携計画を実現できるものに変更しました。

・アンケート結果について

　配布資料のとおりです。
単純集計ですが、意見が読み取れます。

内容として

　・市内全域バスが走っているが、便数が少ないため利用出来ない。

　・ダイヤを再編しもっと乗りやすいバスに再編して欲しい。

　・再編は太田駅に結ぶ路線で再編して欲しい。また地区循環型で再

編してほしい。

　　　・通勤通学需要や買い物需要のための再編

　　　・外の交通機関と連携した再編

　・決算見込みについて

　　配布資料のとおり

　４点をまとめて説明しましたが、説明事項についてご意見ご質問がありますか。なければ、会を進めさせて頂き、進むにつれご質問等があればその時していただきたいと考えます。

　２の協議事項についてに進みます。協議会でお預かりした新しいバス路線がどうあるべきかの計画としてまとまっておりますので、ご意見をいただきたいと思います。

　続いて説明します。連携計画全部説明すると、かなりの時間を必要と考えられますので、第４章から説明します。

　【第４章から最終章まで説明】
　1年間　３回の協議会と部会を開きまして、その報告書とすると、その内容とするとかなり濃いものになっています。細かい内容の検討も一様終わっている様ですし、この内容について協議していただきたい訳ですが、話の混乱を避けるため、バス路線の変更の部分については、別にしてください。あの地域に欲しい、この地域はいらないという議論を始めますと、非情に細かい話になってしまうので、そのことは後ほど伺います。
　路線の具体的な検証は外した上で、この報告書全体の中でのご意見ご質問を承りますので、質問等は別ということで、分けて考えます。
料金の問題も含めていただきたい。路線の考え方の問題、具体的な提案、今後の展望ということで、皆さんから色々ご意見をいただいきたいと思います。

　補足ですが、最初課長からの説明の中で、予算の問題が出ていましたが、それはこういうことです。私たち協議会で預かったバスの見直しの来年度の実証実験をしようということで、国からお金を頂いて、どのようにしたら良い実験路線を走らせようとするところは、今回太田市の事情で予算が当初確保出来なかったので、このことは少し先に行くかもしれない。
この協議会で預かった現行の市バスにふさわしい運行の考え方、路線の設置、運行ダイヤ、料金設定については、１年間の協議にて一様答えが出ていて、それがこれでよろしいかということで、皆様のご意見を徴した上で報告書として市長に答申するという形になります。

　願わくば、さまざまな状況の変化を待って、継続ないしは協議していただくことになるかと思います。

　今回の年度当初においての役割はこの報告書の皆様のご承諾を得て、この報告書の内容を実施し反映させることになります。報告書の内容でご意見いただきたいと思います。
　計画を読んで県の新井補佐、どんな印象ですか？
　全体を見て、県でもバスの問題になっている点を非情に良く調査し、まとめている。また解決するにはどうしたら良いかが計画の中に読める。
　例えば、Ｐ２４以降の５つの基本方針がある。今までの他市の失敗例として行政レベルやバス事業者だけで再編し、住民や企業への働きがけや協働ができない内進め過ぎて、路線が拡大してしまい利用していただけない結果に終わっているケースが多々ある。

　２番目として、地域公共交通ネットワークがあります。以前は市営バスは市営バスだけのコンセプトで動いていた。他市の事例であるが、市営バスが市内全域をカバーしている、民間バスも同じエリアを走っている。民鉄も走って、それぞれがお客様を取り合いしている様な状態です。

　交通体系が出来てネットワークを活用すれば自動車への過度の依存することが問題ですが、昔の群馬県は公共交通が盛んだったが、ここ太田市も全域にバスが走っていた。ただ自動車産業が１番だから急激にモータリゼーションが発達して、かつ東武バスも撤退していく中で公共交通がなくなっていった。群馬県は公共交通が貧弱だったから、自動車依存が出てきたとい全国の事例とは異なり、産業が盛んで自動車依存が高まったことからです。今後は適度な賢い使い方を進めていくことです。
　４番目の適度の費用負担ですが、これが一番問題になってくる。群馬県内ではバス会社の収入３割で７割が赤字で運行している路線のある。また、行政が１００％支えている路線バスもあるが、決して長続きしないケースです。将来バスを含めた交通体系を再構築しなければならず、放って置くと崩壊してしまうでしょう。適度な費用負担として、せめて半分は税金でまかない、残り半分は利用者の個人負担していただき、さらに地域の支援で支えていく。これが、持続可能な公共交通をつくっていくことで一番根本となってきます。
　最後は、小規模需要に答えるところですが、バスというのは、路線バス、鉄道も同じですが、市内全域をカバーするのは不可能ですし、必ず交通空白地域が発生してしまう。そこを、路線バスでカバーするとなると、このバスは誰も使えないバスになってしまいます。１路線１時間３０分を作った市がありましたが、バス停は１．５倍になったが、では利用客は１．５倍になったかというと、２／３に減ってしまった。非常に効率が悪い事例です。バス路線を延ばせば、伸ばすほど皆さんが使えそうで使えないバスになってしまうのが実態です。小規模需要のところはそのたデマンドタクシーなどの違った交通手段を使用しない限りネットワークが出来ません。

　以上の５つのことが、今回網羅されているので、非情に良い計画と考えます。また、公共交通は高齢者とか、高校生とか、免許をもっていない人だけをカバーすれば良いのかというとそうではなく、やはりその街づくりのコンセプトの中で公共交通を作って行くということが必要です。太田市は計画の中で公共交通も自動車にも重視して街づくりを行なっていくという非情に良い計画内容になっている。細かいところである路線ルート等は今後考えるとして基本的に３０分代運行ということで計画した。鉄道ですと３０分立っていても苦ではないですが、バスに３０分座っていても苦痛になってしまう、ましてや、立っているとすると１５分が限界です。毎日通勤通学また高齢者の方が５０分なんて乗らなく、やはり３０分で計画したのが良いと考えます。
　ありがとうございました。県交通政策課から一応の評価をいただいたと感じます。またまだ目の届かないところもあるでしょうが。
　最初は需要の多いところから走らせて満たしていく。この計画を読んでみて、どうゆう計画を実行していくか分かるし理解できる。今までは期待していなかったが、今度はわかり易い。もっと自分が乗ってみれば分かるのだろうが乗っていなかったので分からなかったが、今度は乗ってみようかと考えている。

　ご意見ありがとうございます。
　連携計画を郵送したときに、何か質問等がある場合のＦＡＸ用紙を同封いたしましたが、太田土木事務所様から、「文言の使い方」と「Ｐ18の街づくりは公共交通から」は削除したらどうか。公共交通を見据えた街づくりをご提案いただきました。また、国道354の記載について、駐輪場を整備について、サイクル＆バスライドなどそれ自体は良いが、道路整備や歩道整備等が伴ないスペースがなければバス停を整備といって計画しても道路スペースがないということになると思われる。
　商業観光課から今回資料はお渡ししていませんが、部会で協議したバスコースに観光地を経由して欲しいという要望がありました。例えば現在強戸地区の芝桜に自家用車か治良門橋駅か三枚橋駅から歩く方法に限る。市内に点在する観光施設をめぐる環状路線も、余力があれば整備計画するのにそこを考慮して欲しいという内容です。

　私もすべて読んではいないが、この計画が出来ただけでも、太田市は県内の最大のバス都市になる、それ以上にもっと後からやればよくなると考えます。

　バス協会は民間のバス会社の団体です。この計画の中でも民間のバス会社のカバーするエリアはここです、ということが示してあり、またそこのところは入っていきませんよと区別している。県内では入ってくるところも多くある。入ってくると今度は民間バス会社が困惑してしまう。入り込んでくるとお互いに衰退していくことは分かっているので計画の中にはそのところがはっきり区別しておりますので大変分かり易いと感じる。

　共存共栄で公営バスがうまく運営されれば民営バスも引っ張られてよい方に行くと一般的には感じられるが、どちらかだけというのは無いと感じられます。バス社会のトータルの概念でひとつのルールで発送であると感じます。
　タクシー会社の方はどうですか。東武鉄道の方もご意見があるでしょうか。

　この計画では、太田駅を生かしていただいているので本当にありがたいと思います。私も以前藪塚駅や治良門橋駅にいたことがあり、藪塚駅から太田駅までバスが競合していた。これではお互いお客さんを取り合いしているので、今回の提案だと、東武鉄道も生かしていただいているので、ありがたい。東武も東京メトロの方でも一日乗り放題券を発売しており割り引きをしている。宣伝し過ぎると利益が減るという意見があるが、そうではなく１人が１日乗って貰えば利用者も助かるし、また乗ろうと考えると思う。出来たらバスも取り入れて利用者のメリットに繋がるように計画すれば、利用者が増えると思います。
　タクシー関係の会社の方からご意見がありますか。
　一言だけ、今ＣＯ２を減らせとかいう論議がされておりますが、大泉が合併になったとき、何故太田の鉄道が、藪塚、世良田、韮川は鉄道はあるんだけどもう少し鉄道駅のところにバスが来てＣＯ２を減らすことも考えて貰いたい。ただ路線を出せばいいのではなくいかに効率よく公共運送が出来ればＣＯ２も減らすことに繋がると考えられるし、もっと良くなると考えられる。
鉄道を意識していると思うのですか、太田駅を中心に考えるのが原点ですのでそれが成功すれば、その次その次と展開して行くと考えられる。出来たら駅から路線が順次実現していくと考えられる。そうゆう総合的な仕掛けになっていると思いますが。

　他にご意見がありますか。

　意見ではなくて路線で皆さん個々にご意見があれば伺いたいと思います。細かい所でも結構ですから具体的にお話を伺いたいと思います。

　デマンドタクシーやデマンドについては、業界の方は受けていただけますかね。或いはご協力はある程度協力体制はあるという前提でよろしいでしょうか。

　業界の方はよろしいですか。

　＜特に意見なし＞

ご了解いただいたということにしましょう。

　あとは路線の問題はありますか。限られた時間の中で膨大な資料でしたので、細かい審議が出来ませんが、ここまでの公共交通総合連携計画の報告の中味には、皆さんからご意見いただいたということで、ご承認事項とさせていただいます。
Ｐ18基本的な考え方で「街は公共交通から」というところから計画を策定した。Ｐ39第７章のモビリティマネジメントの推進というところ特に5.6段目、本当に取り組んでいただけたらと思う。これをひとつ一つ展開すれば街づくりの展望が開けると感じた。

「街づくり」の入口はいろいろあるけれど、どこから入っても総合行政である。ですからバス問題を考えると「人がどう動くか物がどう動かすか」という文明の基本ですから街づくりの原点のところは、非情に分かり易い入口があり都市計画の総合論になってくるのです。そこをバスで入るというところはありそうで無いと考えます。増田さんがそこを評価したのだと思います。

新しい21世紀の極めて顕著な動きになって来ている。太田のねらっている道筋は確かに正しいと思います。バスを良くするというのは、ある種の市民運動なのです。バスを行かすということ交通政策よりもっと大きな市民全体の運動です。その理解でやらないとうまくいきません。
それでは、議事を進めます。

答申については、資料１の事後評価について、２次評価について説明してください。

資料に基づいて説明

　素案について承認頂いただいた計画について、訂正後３月末には連携計画を市に提出する予定です。
　出来上がりましたら、委員の皆様にお届けしたいと考えております。
今年度中に行なうということで、後は事務的な手続きですので事務局に一任してよろしいですか。
＜よろしい＞

協議会に今後について

浅海部長からお願いします。

お忙しい中、尾島庁舎まで来ていただき第３回協議会の審議を大変ありがとうございました。昨年の６月以来約１０ヶ月に渡りご審議いただき本当にありがとうございました。お陰様で素晴らしい連携計画が出来たことに感謝しするとともにお礼申しあげます。公共バスのあり方をご協議していただく唯一の機関ですので、今後予算の裏づけが出来れば作成した計画を進めると考えております。その時は改めてご参集いただきたいと考えております。よろしくお願いいたします。全体の集まりは本日が最終となるかと思いますが、ご協力頂き御礼申し上げます。
以上で第３回協議会を終了いたします。ありがとうございました。


